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米国関税措置に
対する見通し調査

米
国
関
税
措
置
に
つ
い
て『
影

響
あ
り
』が
全
体
の
62
・
１
％

を
占
め
ま
し
た
。

ま
た
、心
配
さ
れ
る
影
響
の

内
容
で
は
、『
国
内
消
費
減
退

に
よ
る
業
績
悪
化
』
が
47
・

１
％
で
最
多
と
な
り
ま
し
た
。

〇
調
査
時
期

　

令
和
７
年
４
月
10
日
㈭
～
４
月
14
日
㈪

〇
調
査
方
法　
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ 　

　
フ
ォ
ー
ム
か
ら
の
回
答
受
付

〇
調
査
対
象 

福
井
商
工
会
議
所
議
員
企
業
、　

　

部
会
員
企
業
な
ど
４
０
０
件

〇
回
答
数　

１
１
２
件
（
回
答
率
28
・０
％
）

　
『
大
き
な
影
響
あ
り
』
17
・
１
％
、『
多
少

の
影
響
あ
り
』
45
・
０
％
で
、
あ
わ
せ
て

62
・１
％
の
企
業
が
影
響
あ
り
と
回
答
。『
影

響
な
し
』
は
９
・９
％
、『
わ
か
ら
な
い
』
は

27
・
９
％
で
あ
っ
た
（
グ
ラ
フ
１
）。

　
『
国
内
消
費
減
退
に
よ
る
業
績
悪
化
』
が

47
・
１
％
で
最
多
と
な
っ
た
。
海
外
と
直
接

取
引
が
あ
る
企
業
が
選
ん
だ
選
択
肢
と
し
て

『
為
替
リ
ス
ク
の
高
ま
り
』、『
受
注
減
少
・

キ
ャ
ン
セ
ル
増
加
』、『
米
中
摩
擦
へ
の
巻
き

添
え
リ
ス
ク
（
中
国
経
済
の
悪
化
等
）』
が

目
立
ち
、そ
れ
ぞ
れ
高
い
順
位
に
つ
け
た（
グ

ラ
フ
２
）。

　
『
価
格
戦
略
の
見
直
し
』
41
・
８
％
、『
販

売
先
・
販
売
戦
略
の
見
直
し
』
28
・４
％
、『
コ

ス
ト
削
減（
関
税
分
吸
収
策
な
ど
）』20
・９
％

と
続
い
た
。ま
た
、製
造
業
・
建
設
業
で
は『
人

員
確
保
・
賃
上
げ
計
画
の
見
直
し
』
を
対
応

策
と
し
て
想
定
す
る
企
業
も
多
か
っ
た
。
一

方
で
、
対
応
策
が
『
わ
か
ら
な
い
・
不
明
』

と
す
る
回
答
も
32
・
８
％
あ
り
、
米
国
の
関

税
政
策
動
向
の
不
確
実
性
が
高
く
、
現
時
点

で
は
対
応
検
討
ま
で
至
ら
な
い
と
い
う
状
況

が
窺
え
た
（
グ
ラ
フ
３
）。

 

心
配
さ
れ
る
影
響
の
内
容

 
今
後
の
対
応
策

 

米
国
関
税
措
置
の
影
響
有
無

 

調
査
概
要

福井商工会議所
金融・会計相談課

TEL

0776-33-8284
詳しくはこちら

お問い合わせ

米国関税措置の影響有無
グラフ

1
大きな影響
がある

17.1%

あわせて

62.1%
影響はない

9.9%
多少の影響が

ある

45.0%

わからない・
不明

27.9%

n=112

心配される影響の内容（複数回答）
グラフ

2
国内消費減退による業績悪化

為替リスクの高まり
受注減少・キャンセル増加

米中摩擦への巻き添えリスク
サプライチェーンの混乱

物流コストの増大
取引先との価格交渉難航（値下げ要請）

輸出の採算悪化
競合他社との競争激化

金融市場の混乱による資金調達悪化
その他

わからない・不明
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47.1%

36.8%

33.8%

29.4%

25.0%

23.5%

17.6%

16.2%

11.8%

5.9%

2.9%

10.3%
n=68

今後必要となる対策について（複数回答）
グラフ

3
価格戦略の見直し

販売先・販売戦略の見直し

コスト削減（関税分吸収策など）

人員確保・賃上げ計画の見直し

サプライチェーンや調達先の再構築

海外拠点の戦略変更（現地生産等）

わからない・不明

その他

41.8%

32.8%

28.4%

20.9%

19.4%

10.4%

3.0%

3.0%
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